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群馬県和算研究会 令和５年４月の問題-No.２の解答 

 

解答 

 

問題を図１に示す台形ＡＢＣＤについて、大円の半径を r、小円の直径を d として、 

次の手順で解く。 

・直角三角形ＥＣＡから、台形の高さｈ＝ＡＥを求める 

・直角三角形ＧＡＯと直角三角形ＦＯＤのそれぞれの斜辺の長さがｒであることから、

大円の中心Ｏと台形の上頭ＡＢとの位置関係を求め、ｒを算定する。 

・直角三角形ＨＯＡの辺ＨＯの長さを求め、ｄを算定する 
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点Ａから線分ＤＣに垂線を引いた交点をＥとし、直角三角形ＥＣＡから、台形の高さｈ

＝ＡＥを求める。 

𝐸𝐶 =
(𝐷𝐶 − 𝐴𝐵)

2
+ 𝐴𝐵＝

(300 − 36)

2
+ 36 = 168 

𝐴𝐸＝ 𝐶𝐴２ー𝐸𝐶 ＝ 280２ー168 = 224 

 

直角三角形ＧＡＯと直角三角形ＦＯＤのそれぞれの斜辺ＡＯとＯＤの長さはｒであり、

辺ＧＡ＝18、ＯＧ＝ｘ、ＤＦ＝150、ＦＯ＝224-ｘを用いて、r を三平方の定理をもちい

て表すと、次式となる。 

𝑟 = 𝐺𝐴２ + 𝑂𝐺２ = 18２ +ｘ
２
 

𝑟 = 𝐷𝐹２ + 𝐹𝑂２ = 150２ + (224 − 𝑥)２ 

この 2つの式から、ｘを求めると 

ｘ＝161.5 

であり、 

ｒ＝162.5 となる。 
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次に、直角三角形ＨＯＡの辺ＨＯの長さを求める。 

辺ＡＨの長さは、直角三角形ＥＡＤの斜辺ＡＤの長さの 1/2 であり、 

ＥＡ＝224、ＤＥ＝132 から、 

𝐴𝐷＝ 𝐸𝐴２ + 𝐷𝐸 ＝ 224２ + 132 = 260 

ＡＨ＝130 

となる。 

直角三角形ＨＯＡにおいて、 

𝐻𝑂＝ 𝑂𝐴２ー𝐴𝐻 ＝ 162.5２ー130 = 97.5 

また、 

ｄ＝ｒ－ＨＯ＝162.5-97.5＝65 

 

よって、小円の直径は６５寸である。 


